





















































































































































































































































































































































































10 「奏聞及御前講演 巻３ 大正８年３月31日～ 14年９月24日」（防衛研究所）所収「軍事







15 これら10枚の通し番号と内容は次のとおり：「8. 伊江島着陸場」、「9. 那覇ト小碌村附
近」、「24. 八重山・石垣島桟橋」、「25. 西表島北端 水陸機用基地ラシキモノアリ」、「26. 
台北練兵場全景」、「27. 石垣島着陸地」（以上、「333」機より撮影、キャビネ版）、「28. 
石垣島無電所」、「29. 多良間島内地（畔多シ）」、「30. 伊平屋列島、伊是名島北端」、「31. 
水納島（島ノ中央ハ平坦）」（以上、「331」機より撮影、Ｅ版ほどのサイズ）。
16 公益社団法人燈光会ホームページ「灯台ペーパークラフト／初代伊江島灯台（沖縄）」。
17 宮崎中尉と神野技手。
18 沖縄気象台（1990）、1頁。 
19 那覇港湾・空港整備事務所ホームページ「空港の歴史」。
20 簿冊の表紙は「航空母艦ニ於ケル飛行機整備法及其ノ能力ニ就テ研究」と表記。「②戦
史－支那事変－70」（防衛研究所）。
21 「⑤－航空基地－22」（防衛研究所）。 
22 「小禄飛行場使用の件（昭和９年）」、「公文備考－昭和９年－Ｋ－建築、土木－巻９」（防
衛研究所）。
23 『航空寫眞帖』は1933年5月に陸軍航空本部が編集・発行した写真アルバム（非売品）。
